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収入未済額一覧
町 税 2億2,806万8,514円
保 育 料 156万5,100円
住 宅 使 用 料 496万6,000円
幼稚園保育料 10万8,000円
学 校 給 食 費 445万9,300円

一般会計の審査意見書の一部を抜粋し、要約した内容は次のとおり。

= 審査結果 =
　全体としては、歳入歳出ともに平成16年度と比べ増となっている。本会計の執行は、関係法令の

規定に適合し、かつ的確に実施され計数も正確であり、おおむね所期の成果を収めたものと思料する。

= 指摘及び課題事項 =
町税、保育料、住宅使用料、幼稚園保育料、

学校給食費の収入未済額は、毎年累積さ

れ増えている。それぞれの主務課は、滞

納を繰り返し納税相談に応じない滞納者

に対し、善良な納税者等との間に不公平

感が生じないよう関係法令等に基づいて

措置を講じる必要がある。滞納額の減少

に向けて、全庁体制で総力を挙げ徴収努

力されたい。補助団体については、出納

簿、伝票、証憑もなく使途が不明確な団

体があり、改善するよう指導されたい。

17年度各会計決算状況

第7回定例会は9月12日から26日までの会期で

開催され、17年度一般会計・特別会計、水道事

業会計の決算認定が附され、議長を除く全議員

で構成する決算審査特別委員会が設置され、予

算執行の適否について審議をおこない、本会議

において認定した。その他補正予算や条例の制

定、改正等は原案のとおり可決。7名の議員が

町政全般にわたる一般質問をおこなった。

会　計　名 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

一 般 会 計 7,612,145,203円 7,464,933,544円 147,211,659円

国民健康保険事業特別会計 1,567,116,193円 1,543,751,256円 23,364,937円

老 人 保 健 特 別 会 計 1,041,185,963円 1,041,185,963円 34,806,773円

有線放送電話事業特別会計 33,690,769円 30,209,343円 3,481,426円

金武町水道事業会計

収 益 的 収 入 310,522,479円

収 益 的 支 出 293,791,853円

資 本 的 収 入 52,131,029円

資 本 的 支 出 101,701,929円

屋嘉地区簡易水道事業会計

収 益 的 収 入 28,936,864円

収 益 的 支 出 23,700,411円

資 本 的 収 入 3,143,000円

資 本 的 支 出 5,381,725円

認定第１号

認定第２号 認定第３号

監査実施した補助団体
1.中川区　2.金武町老人クラブ連合会
3.金武町民生児童委員協議会　4.金武町身体障害者福祉協会
5.金武町心身障害児(者)を守る親の会
6.社会福祉法人朝日福祉会(どりーむ)
7.金武町農山漁村生活研究会　8.金武町土地改良区
9.金武町婦人連合会　10.金武町文化協会
11.金武町公民館連絡協議会　12.金武町学力向上対策委員会
13.當山久三ロマン実行委員会

各会計の決算を認定

第７回 定例会
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　第7回定例会において、ギンバル訓練場の返還条件となっているヘリパッド移設の撤回を求める意

見書と要請決議を全会一致で可決し、議会代表団が10月10日から12日の日程で上京し、関係大臣等

へ手交をおこなった。意見書の内容と手交先は次のとおり。

ギンバル訓練場返還条件のヘリパッド移設に対する意見書

　本町ギンバル訓練場は第二次大戦後に米軍により接収され、戦後60年余に亘って、時の流れに応じた基地機
能に変革しながら今日に至っている。しかし、本訓練場は1996年12月(平成8年12月)のSACO合意により、
返還が決定していながら未だ返還されないばかりか、現在も簡易なヘリパッドを利用して、相変わらず訓練を継
続している。そもそも返還合意は基地機能の必要性や利用状況、また維持管理を行う事に対し｢必要なし｣と言
う結論に達した事に他ならない。ところが、返還に際して｢ヘリパッドをブルービーチ訓練場に移設する｣とい
う条件を本町と話し合うことなく日本政府は米国と合意したことにより、ギンバル訓練場の返還は、「ヘリパッド
の移設を条件とする概念｣が固定されている。この事は町民の本意と大きくかけ離れ、返還作業に｢足かせ｣を
する結果となり、その議論を先送りさせる大きな原因となっている。
　加えて今、ギンバル訓練場返還が合意された事による開発計画が進められ、本町のみならず北部地域の活性化
に寄与する企画が沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業で進められている。しかし町民の意思に反する｢ヘリ
パッド移設が対峙するブルービーチ訓練場に計画されている｣ことにより、実現が困難な状況である。更に今日
まで進捗している全ての作業が中断することは本町にとっても大きな損失であると同時に、基地所在自治体とし
て住民の協力を得ることや、今後の政策に対しても重大な影響を及ぼしかねない。
　これらのことから、日本政府はSACO合意による、ギンバル訓練場の返還で話し合われた、「ヘリパッドの移設
条件｣を即刻撤回すると共に早期返還に向けた行動を起こすよう強く要請する。
　よって、本町議会は町民の生命と財産を守り地域の活性化を促進する立場から、日本政府に対して書き事項が
速やかに実現されるよう地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

記

１．ギンバル訓練場返還条件のヘリパッド移設条件を即時撤廃すること

平成18年9月26日
沖縄県金武町議会

平成18年度金武町一般会計補正予算（第3号）原案可決 「沖縄県における揮発油及び地方道路税の軽減
措置」の継続延長に関する意見書 可　決

金武町国民保護協議会条例の制定について 原案可決 集配局の廃止再編計画に反対する意見書 可　決

金武町国民保護対策本部及び金武町緊急対処
事態対策本部条例の制定について 原案可決 議員派遣に関する決議 可　決

金武町特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例について

原案可決
「億首ダム建設工事発注にかかる地元事業所優
先活用並びに金武町商工会事業推進協力に関
する意見書」採択方の陳情について

みなし
採　択

平成18年度金武町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第2号） 原案可決

「沖縄県における揮発油及び地方道路税の軽減
措置」の継続延長に関する意見書採択方の要
請について

 
みなし
採　択

道路特定財源の確保を求める意見書 可　　決 「集配局の廃止再編計画に反対する意見書」採
択に関する陳情について

みなし
採　択

億首ダム建設工事発注にかかる地元事業所優
先活用に関する意見書 可　　決

○意見書手交先

　内閣総理大臣　　外務大臣　　防衛庁長官　　防衛施設庁長官

　沖縄担当大臣　　那覇防衛施設局長

ギンバル訓練場

返還条件のヘリパッド移設に関する意見書

その他の議決結果

○要請決議手交先

　駐日米国大使
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そ
の
他
質
問
事
項

・
カ
ラ
ス
に
よ
る
生
活
被
害

一

般

質

問

通
告
順
に
掲
載　

※
質
問
・
答
弁
は
要
約

二
〇
一
〇
年
全
国
高
校
総
体

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
競
技
会
場

内
定
に
つ
い
て

内
定
ま
で
の
経
緯
は

山城　清盛 議員

山
城
議
員　

平
成
二
十
二
年
、

全
国
高
校
総
体
が
沖
縄
県
で
開

催
が
決
定
し
て
い
る
。
本
町
は

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
会
場
に
内
定
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

は
。

町
長　

町
の
体
育
施
設
の
規
模

等
を
踏
ま
え
、
県
よ
り
打
診
が

あ
っ
た
。
本
町
出
身
の
高
校
生

が
全
国
高
校
総
体
に
派
遣
さ
れ
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
、
平
成
十
七
年
十
二
月
に

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
会
場
と
し

て
承
諾
し
て
い
る
。

山
城
議
員　

会
場
は
町
立
武
道

館
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長　

町
立
体
育
館

を
予
定
し
て
い
る
。

山
城
議
員　

競
技
へ
の
役
員
、

監
督
、
選
手
の
参
加
総
数
は
ど

の
程
度
見
込
ん
で
い
る
か
。

町
長　

今
年
開
催
さ
れ
た
近
畿

大
会
に
よ
る
と
、
競
技
役
員
、

補
助
員
は
二
百
七
十
四
名
、
監

督
、
コ
ー
チ
百
七
十
七
名
、
選

手
五
百
四
十
五
名
、
合
計
九
百

九
十
六
名
で
あ
る
。

山
城
議
員　

大
会
運
営
費
は
、

県
と
町
で
ど
の
よ
う
な
負
担
割

合
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

今
後
、
協
議
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
今
年
開
催

さ
れ
た
千
葉
県
の
実
績
で
は
、

三
年
間
の
運
営
費
で
三
千
七
百

八
十
五
万
二
千
円
、
う
ち
、
国
・

県
補
助
金
が
一
千
五
百
二
十
一

万
九
千
円
で
四
十
%
、
市
町
村

負
担
金
が
一
千
五
百
四
十
五
万

八
千
円
で
四
一
%
、
そ
の
他
参

加
料
等
が
七
百
十
七
万
五
千
円

で
十
九
%
で
あ
る
。

山
城
議
員　

町
民
へ
の
啓
発
や

指
導
者
、
選
手
の
育
成
強
化
を

教
育
現
場
で
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

平
成
二
十
年
度
に
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
町
民

へ
の
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い

く
。
選
手
の
強
化
育
成
は
、
県

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
の
で
協
力
、
支
援
し
た
い
。

山
城
議
員　

大
会
開
催
時
に
は
、

現
在
の
中
学
生
が
中
心
と
な
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の
開

催
も
計
画
し
て
い
る
か
。

社
会
教
育
課
長　

町
民
に
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
競
技
の
内
容
等
を
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
近
隣

小
中
学
校
に
お
け
る
當
山
久
三
、

大
城
孝
蔵
の
人
物
学
習
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
お
い
て

学
習
が
な
さ
れ
て
い
る
か

山
城
議
員　

小
中
学
生
が
、
當

山
久
三
、
大
城
孝
蔵
の
人
物
像

を
学
習
し
、
偉
業
を
よ
り
深
く

理
解
す
る
こ
と
で
、『
移
民
発
祥

の
地
』
金
武
町
を
誇
り
、
地
域

に
対
し
愛
着
を
持
ち
、
豊
か
な

心
が
育
つ
と
思
う
が
、
学
校
教

育
に
お
い
て
両
偉
人
の
人
物
学

習
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

両
偉
人
の
遺
徳
を
学

び
、
誇
り
と
精
神
文
化
を
継
承

し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
有
為

な
人
材
教
育
の
た
め
、
小
学
校

で
は
社
会
科
や
総
合
学
習
の
時

間
に
、
中
学
校
で
は
総
合
学
習

の
中
で
学
習
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

山
城
議
員　

学
習
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
中
に
は
當
山
久

三
が
移
民
団
を
前
に
し
て
詠
っ

た
「
い
ざ
ゆ
か
ん 

我
ら
の
家

は
五
大
州 

誠
一
つ
の
金
世
界

石
」
が
言
え
な
い
生
徒
が
い
る
。

副
読
本
等
で
学
習
を
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
生
い
立
ち
か
ら

移
民
に
か
け
る
情
熱
を
ス
ト
ー

リ
ー
仕
立
て
に
し
た
映
像
資
料

を
制
作
し
、
見
な
が
ら
学
ぶ
こ

と
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長　

當
山
久
三
ロ
マ
ン
な

ど
で
活
動
さ
れ
て
い
る
子
供
た

ち
の
劇
な
ど
を
通
し
、
学
校
で

も
公
演
が
出
来
る
よ
う
に
実
行

委
員
会
の
方
々
と
相
談
を
し
て

多
く
の
子
供
た
ち
に
当
時
の
状

況
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
工
夫

を
し
て
取
り
組
み
た
い
。

町　長

十
七
年
十
二
月
に
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
会
場
と
し
て
承
諾

し
た
。

の
中
学
校
や
協
会
と
協
力
し
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
開
催
す

る
こ
と
で
関
心
を
持
た
せ
て
い

き
た
い
。

教育長

小
中
学
校
で
実
施
し
て

い
る
。
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そ
の
他
質
問
事
項

・
平
田
原
生
活
道
路
の
整
備

に
つ
い
て(

伊
芸
12
号
線

延
長)

・
社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て

灌か
ん

漑が
い

用
水
整
備
に
つ
い
て

伊
芸
地
区
の
整
備
計
画
は

町長

関
係
機
関
に
訴
え
る

仲間　昌信 議員

仲
間
議
員　

農
業
生
産
物
を
育

成
す
る
に
は
、
灌
漑
用
水
の

確
保
が
肝
要
で
あ
る
。
中
川
・

金
武
・
並
里
は
整
備
が
完
了
し
、

現
在
、
屋
嘉
地
区
に
お
い
て
も

整
備
が
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
伊
芸

地
区
に
お
い
て
は
未
だ
に
整
備

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
町
長
は
灌

漑
用
水
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長 

早
期
事
業
化
へ
向
け
て
、

関
係
機
関
と
調
整
中
で
あ
る
。

現
段
階
に
お
け
る
補
助
事
業
と

し
て
、
同
一
事
業
を
屋
嘉
・
伊

芸
地
区
で
平
行
し
て
実
施
す
る

こ
と
が
厳
し
い
た
め
、
伊
芸
区

の
早
期
採
択
が
で
き
る
よ
う
調

整
し
た
い
。

仲
間
議
員　

時
期
は
い
つ
頃
を

予
定
し
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長　

小
浜
地
区
に

つ
い
て
は
、
平
成
一
九
年
か
ら

二
十
六
年
の
間
、
伊
芸
地
区
は
、

平
成
二
十
一
年
か
ら
二
十
六
ま

で
に
完
成
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

で
、
計
画
書
を
県
に
提
出
し
て

い
る
。

仲
間
議
員　

ど
の
よ
う
な
補
助

事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る
か
。

産
業
振
興
課
長　

屋
嘉
地
区
に

つ
い
て
は
、
農
業
生
産
基
盤
整

備
事
業
、
農
村
整
備
事
業
、
農

地
保
全
事
業
等
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
以
前
は
ダ
ム

方
式
の
手
法
を
採
っ
て
い
た
が
、

国
の
方
針
に
よ
り
、
伊
芸
地

区
に
つ
い
て
も
、
屋
嘉
地
区
同

様
、
た
め
池
方
式
で
高
い
土
地

に
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
を
設
置
し

て
、
流
し
て
い
く
方
式
を
計
画

し
て
い
る
。

仲
間
議
員　

水
問
題
は
、
農
業

者
に
と
っ
て
非
常
に
深
刻
な
こ

仲
間
議
員　

毎
年
、
一
月
十
六

日
焼
香
、
四
月
の
清
明
祭
な
ど
、

諸
行
事
に
駐
車
場
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
国
道
沿
い
に

一
時
駐
車
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、

利
用
者
や
地
域
住
民
か
ら
非
常

に
危
険
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ

る
。
早
急
に
整
備
す
べ
き
だ
と

思
う
が
。

町
長　

管
理
道
路
沿
い
の
町
有

地
が
利
用
可
能
と
考
え
る
の
で
、

活
用
を
検
討
し
た
い
。

仲
間
議
員　

墓
地
団
地
の
中
央

に
キ
ビ
畑
が
あ
る
が
、
そ
こ
の

用
地
を
購
入
し
、
駐
車
場
に
す

る
と
い
う
検
討
は
。

生
活
環
境
課
長　

墓
地
団
地
、

管
理
道
路
周
辺
に
町
有
地
が
あ

る
の
で
、
そ
こ
で
対
応
で
き
る

分
は
対
応
し
て
か
ら
じ
ゃ
な
い

と
次
の
段
階
の
検
討
は
難
し
い
。

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ

の
周
辺
に
も
町
有
地
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
も
検
討
し
た
い
。

仲
間
議
員　

当
該
墓
地
団
地
へ

の
建
築
申
請
は
何
件
あ
る
か
。

町
長　

現
在
申
請
は
な
い
。

仲
間
議
員　

近
い
将
来
、
敷
地

の
追
加
整
備
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
何
件
分
の
敷
地
が
確
保

さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

平
成
十
八
年
四
月
十
三

日
付
で
中
部
福
祉
保
健
所
へ

届
け
出
済
み
で
あ
り
、
新
た
に

十
二
区
画
が
追
加
さ
れ
た
。

仲
間
議
員　

整
備
時
期
の
目
途
は
。

生
活
環
境
課
長　

新
た
に
追
加

さ
れ
た
区
画
の
分
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
墓
地
周
辺
に
残
地
が
あ

り
、
そ
こ
の
活
用
を
検
討
し
て

い
る
の
で
、
造
成
工
事
等
は
考

え
て
い
な
い
。

と
で
あ
る
。
町
長
は
今
後
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
か
。

町
長　

本
町
の
灌
漑
用
水
事
業

は
、
ま
ず
宇
謝
、
前
原
地
区
へ

の
農
業
用
水
が
で
き
、
喜
瀬
武

原
ダ
ム
の
整
備
が
な
さ
れ
て

き
た
。
次
に
屋
嘉
の
農
地
開
発

事
業
は
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
す

県
内
で
も
最
大
規
模
の
土
地
改

良
で
あ
る
。
町
全
体
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
で
き
る
段
階
に

な
る
と
、
順
番
よ
く
実
施
し
て

い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
高
率
補

助
で
事
業
を
実
施
す
る
と
な
る

と
、
同
一
市
町
村
で
同
時
並
行

で
は
事
業
実
施
で
き
な
い
と
い

う
状
況
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど

う
し
て
も
屋
嘉
地
区
の
次
に
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
伊
芸
地
区

の
方
か
ら
は
、
農
業
用
水
が
な

く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
早
急
な
事
業
展
開
に
向
け

て
対
応
し
た
い
。

シ
ッ
チ
原
霊
園
に
つ
い
て

駐
車
場
整
備
は

町長

町
有
地
の
活
用
を
検
討
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北
部
振
興
策
と
基
地
は

リ
ン
ク
す
る
の
か

基
地
を
受
入
れ
さ
せ
る
た
め
の

毒
入
り
飴
と
の
論
調
も
あ
る
が

仲間　政治 議員

仲
間
議
員　

政
府
は
五
月
の
閣

議
に
お
い
て
、
北
部
振
興
協
議

会
の
廃
止
を
決
定
し
た
。
町
長

を
は
じ
め
、
辺
野
古
を
取
り
巻

く
首
長
は
協
議
機
関
の
立
ち
上

げ
を
要
請
し
、
設
置
さ
れ
た
が
、

振
興
策
に
至
っ
て
は
基
地
の
受

け
入
れ
進
捗
に
応
じ
て
手
当
て

す
る
と
い
う
「
出
来
高
払
い
」

と
な
っ
て
い
る
。
北
部
振
興
会

長
で
も
あ
る
町
長
は
、
北
部
振

興
会
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

町
長　

北
部
振
興
会
は
、
昭
和

五
十
九
年
に
北
部
地
域
に
お
け

る
諸
問
題
を
調
査
研
究
し
、
協

力
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

北
部
地
区
の
振
興
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
発
足
し
て
い

る
。
北
部
十
二
市
町
村
長
・
議

長
、
主
要
団
体
や
民
間
企
業
等

を
網
羅
し
た
組
織
で
あ
り
、
各

分
野
の
代
表
が
参
画
し
、
多
種

多
様
な
立
場
か
ら
北
部
の
振
興

を
考
え
る
場
と
し
て
必
要
だ
と

考
え
る
。

仲
間
議
員　

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で

は
、
北
部
振
興
策
は
政
府
が
基

地
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
た
め
の

「
毒
入
り
飴
」
だ
と
い
う
論
調

も
あ
り
、
町
民
か
ら
は
町
長
の

認
識
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
欲
し

い
と
の
声
も
あ
が
っ
て
い
る
が
。

町
長　

沖
縄
県
土
の
均
衡
あ
る

発
展
を
図
る
上
で
の
北
部
振
興

で
あ
り
、
継
続
し
て
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
。

仲
間
議
員　

町
長
は
こ
れ
ま
で
、

「
こ
れ
以
上
の
基
地
機
能
強
化

は
許
さ
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
明
確
に
答
弁
し
て
い
る
が
、

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
内
で
は
、

新
た
に
自
衛
隊
と
米
軍
の
共
同

使
用
問
題
が
出
て
い
る
。
こ
の

件
に
つ
い
て
は
、
賛
成
か
否
か
。

町
長　

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン

に
は
、
現
在
も
実
弾
演
習
の

た
め
の
レ
ン
ジ
が
多
数
存
在
し
、

過
密
状
態
に
あ
る
と
考
え
る
。

米
軍
と
自
衛
隊
と
の
共
同
使
用

の
実
施
は
明
ら
か
に
基
地
負
担

の
増
で
あ
り
、
到
底
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
。

町　長

継
続
し
て
実
施
す
べ
き
と

考
え
る

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
の

跡
地
利
用
計
画
に
つ
い
て

地
主
会
の
立
ち
上
げ
は

町長

立
ち
上
げ
に
至
っ
て
い
な
い

仲
間
議
員　

こ
れ
ま
で
、「
地
主

会
を
立
ち
上
げ
、
意
見
集
約
を

し
て
い
き
た
い
」
と
の
答
弁
を

し
て
い
た
が
、
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
地
主
に
対
し

て
、
土
地
の
返
還
と
跡
地
利

用
計
画
に
つ
い
て
二
回
の
説
明

会
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
地
主

会
を
立
ち
上
げ
る
目
的
で
準
備

会
、
事
前
会
議
等
も
含
め
、
三

回
開
催
し
た
。
準
備
会
の
中
で

は
、
並
里
区
の
参
加
な
し
で
は
、

地
主
会
の
考
え
方
も
ま
と
ま
ら

な
い
と
の
意
見
が
あ
り
、
区
へ

参
加
を
呼
び
か
け
た
が
、
厳
し

い
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
立
ち
上
げ
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

仲
間
議
員　

町
有
地
と
の
等
価

交
換
と
の
方
針
も
あ
っ
た
が
、

進
捗
状
況
は
。

町
長　

町
の
基
本
的
な
方
針
と

し
て
跡
地
利
用
計
画
と
等
価

交
換
に
つ
い
て
、
財
産
管
理
会

へ
説
明
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の

中
で
、
等
価
交
換
に
つ
い
て
は
、

旧
慣
の
使
用
権
の
件
、
町
有
地

の
名
義
の
件
、
軍
用
地
料
の
件
、

交
換
場
所
等
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。
現
段
階
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
、
善
処

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

仲
間
議
員　

町
有
地
と
の
等
価

交
換
の
件
も
、
地
主
会
の
立
ち

上
げ
も
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
が
、
今
後
は
ど
の

よ
う
な
時
間
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

町
長　

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
の
跡

地
利
用
に
関
し
て
は
、
島
田
懇

談
会
事
業
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

も
迫
っ
て
き
て
い
る
。
議
員
の

皆
様
に
は
特
別
委
員
会
も
設
置

し
て
頂
い
て
、
跡
地
利
用
に
関

す
る
議
論
も
し
て
い
た
だ
い
た
。

防
衛
庁
へ
は
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
合
意

で
あ
る
ブ
ル
ー
・
ビ
ー
チ
へ
の

ヘ
リ
パ
ッ
ド
移
設
の
条
件
撤
回

も
お
願
い
し
て
い
る
が
、
未
だ

回
答
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
し
か
し
、
町
と
し
て

は
、
方
針
を
打
ち
出
さ
な
い
と

い
け
な
い
時
期
に
き
て
い
る
の

で
、
早
急
に
回
答
を
得
て
、
結

論
を
出
し
た
い
。
そ
の
回
答
を

踏
ま
え
た
上
で
、
町
民
の
皆
様

に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
お
伺
い
し
た

い
と
考
え
、
地
主
の
方
々
と
も

そ
の
方
針
に
つ
い
て
議
論
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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農
道
及
び
こ
れ
に
附
随
す
る

管
理
道
路
の
整
備
・
管
理
状

況
に
つ
い
て

今
後
の
整
備
計
画
は

東　寛治 議員

町　長

宇
謝
・
前
原
・
屋
嘉
地
区

の
整
備
を
引
き
続
き
お
こ

な
う

東
議
員　

農
道
及
び
こ
れ
に
附

随
、
連
結
す
る
管
理
道
路
は
、

農
業
生
産
向
上
の
た
め
の
基
本

施
設
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
常
に
良
好
な

状
態
で
整
備
、
保
全
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
現
在
の
整
備
状
況
と
今
後

の
整
備
計
画
は
。

町
長　

十
七
年
度
末
に
お
け
る

整
備
率
は
、
農
道
総
延
長
五
万

八
千
四
百
二
十
七
メ
ー
ト
ル
、

舗
装
延
長
五
万
二
千
八
百
六
十

七
メ
ー
ト
ル
で
全
体
の
九
十
・

四
八
%
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
宇
謝
、
前
原
・
屋

嘉
地
区
の
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

東
議
員　

管
理
道
路
の
舗
装
状

況
は
。

産
業
振
興
課
長　

管
理
道
路
に

つ
い
て
は
、
実
態
把
握
し
て

い
な
い
が
、
県
の
事
業
を
導
入

し
な
が
ら
認
定
道
路
と
並
行
し
、

整
備
し
て
い
く
。

東
議
員　

農
道
に
隣
接
し
な
い

農
地
に
つ
い
て
は
、
管
理
道
路

に
よ
っ
て
農
業
用
機
械
の
出
し

入
れ
及
び
生
産
資
材
の
運
搬
が

お
こ
な
わ
れ
、
補
完
的
な
機
能

を
果
た
し
て
い
る
が
、
管
理
道

路
の
補
修
、
維
持
管
理
シ
ス
テ

ム
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

農
道
の
補
完
的
な
部
分

に
つ
い
て
は
、
農
家
及
び
区
の

要
請
に
基
づ
き
、
補
修
の
必
要

な
箇
所
に
つ
い
て
は
維
持
補
修

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

東
議
員　

屋
嘉
上
福
地
原
一
八

一
二―

一
及
び
一
八
〇
八―

四

の
管
理
道
路
に
は
側
溝
が
な
く
、

路
面
か
ら
直
接
農
地
へ
雨
が
流

れ
、
赤
土
流
出
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
。
町
は
こ
の
実
態
を
把

握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
対
策
は
。

町
長　

現
状
は
把
握
し
て
い
る
。

側
溝
等
も
含
め
、
今
年
度
の
県

営
勾こ
う

配ば
い

修
正
事
業
に
お
い
て
整

備
し
て
い
く
。
ま
た
、
農
道
に

つ
い
て
は
十
九
年
度
で
整
備
し

た
い
。

個
人
名
義
の
所
有
地
に
新
設

さ
れ
た
公
衆
用
道
路
の
適
正

な
処
理
に
つ
い
て

今
後
の
対
応
は

町　長

補
償
、
返
還
を
求
め
ら
れ

て
も
、
応
じ
ら
れ
な
い

東
議
員　

町
道
屋
嘉
七
十
号
線

は
、
西
側
へ
分
岐
し
公
衆
用
道

路
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
当
該

用
地
は
、
個
人
所
有
地
で
登
記

さ
れ
て
い
る
が
潰
れ
地
補
償
、

分
筆
、
所
有
権
移
転
、
地
目
変

更
等
、
適
正
な
手
続
き
が
な
さ

れ
な
い
ま
ま
長
期
間
放
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と

今
後
の
対
応
は
。

町
長　

当
時
の
区
長
と
関
係
地

主
が
宅
地
造
成
を
目
的
に
進
め

た
事
業
で
あ
り
、
町
へ
公
衆
用

道
路
の
整
備
要
請
が
あ
っ
た
。

町
は
こ
れ
を
受
け
、
昭
和
五
九

年
度
に
公
衆
用
道
路
を
整
備
し

た
経
緯
が
あ
る
。

東
議
員　

所
有
者
、
筆
数
、
面

積
は
。

町
長　

所
有
者
四
九
名
、
筆
数

七
九
筆
、
潰
れ
地
面
積
二
千
三

百
一
平
方
メ
ー
ト
ル
。

東
議
員　

個
人
所
有
地
で
公
共

事
業
を
お
こ
な
う
際
は
、
権
利

の
取
得
、
移
転
が
前
提
と
考
え

る
が
、
補
償
や
移
転
等
の
手
続

き
も
し
な
い
ま
ま
に
道
路
を
新

設
し
た
理
由
は
。

町
長　

当
時
、
当
該
地
域
で
は

区
と
関
係
地
主
で
水
田
地
域

に
宅
地
造
成
が
計
画
さ
れ
て
い

た
。
道
路
敷
地
に
つ
い
て
は
、

宅
地
造
成
地
の
中
で
減
歩
し
て

の
計
画
だ
と
聞
い
て
い
る
。
道

路
整
備
に
つ
い
て
は
、
区
の
要

請
に
基
づ
い
て
整
備
し
た
も
の

で
あ
り
、
補
償
等
は
認
識
し
て

い
な
い
。

東
議
員　

農
地
転
用
を
さ
れ
て

い
る
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

町
が

公
衆
用
道
路
と
し
て
認
定
し
た

場
合
は
、
転
用
が
必
要
な
い
と

認
め
る
農
地
法
の
例
外
適
用
が

な
さ
れ
る
。

東
議
員　

町
が
主
体
的
に
問
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
な
い

が
、
集
落
農
業
地
域
整
備
計
画

を
策
定
し
、
住
宅
環
境
の
整
備

を
図
っ
て
い
く
考
え
は
な
い

か
。

町
長　

い
ろ
い
ろ
な
事
業
メ
ニ

ュ
ー
を
出
し
て
も
、
地
域
の
同

意
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
解
決
は

難
し
い
と
考
え
る
。
今
の
と
こ

ろ
、
問
題
の
解
決
に
向
け
て
町

が
ど
の
よ
う
な
お
手
伝
い
が
で

き
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
顧

問
弁
護
士
へ
相
談
す
る
な
ど
、

区
と
調
整
し
た
い
。
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基
地
使
用
協
定
に
つ
い
て

使
用
協
定
を
検
討
す
る

時
期
で
は
な
い
か

町長

地
位
協
定
の
見
直
し
を

引
き
続
き
要
請
す
る

小波津　隆 議員

小
波
津
議
員　

深
夜
、
早
朝
の

実
弾
演
習
が
改
善
さ
れ
ず
、
住

民
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
。
基

地
所
在
市
町
村
と
し
て
、
基
地

の
使
用
協
定
を
検
討
す
べ
き
時

期
に
来
て
い
る
と
思
う
が
。

町
長　

日
米
地
位
協
定
の
見
直

し
の
中
で
政
府
関
係
省
庁
に
対

し
、
沖
縄
県
及
び
基
地
所
在
市

町
村
で
構
成
す
る
沖
縄
県
軍
用

地
転
用
促
進
・
基
地
問
題
協
議

会
（
軍
転
協
）
等
で
要
請
を
続

け
て
い
る
。

小
波
津
議
員　

も
う
少
し
底
辺

に
お
り
て
、
町
で
調
査
研
究
を
す

る
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
る
が
。

町
長　

担
当
課
の
方
で
調
査
研

究
等
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。今
後
、

更
に
深
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
検
討
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

小
波
津
議
員　

地
位
協
定
の
中

に
も
使
用
協
定
を
締
結
し
、
細

か
い
取
り
決
め
を
す
る
と
い
う

解
釈
は
あ
る
と
思
う
が
。

企
画
課
長　

地
位
協
定
で
は
、

個
々
の
施
設
の
利
用
に
つ
い

て
、
日
本
政
府
の
同
意
な
し
に

使
わ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
基
地
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
使
用
の
条

件
を
日
米
両
政
府
が
合
意
し
て

使
用
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

小
波
津
議
員　

米
軍
の
訓
練
が

お
こ
な
わ
れ
る
際
に
、
住
民
へ
の

情
報
提
供
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

企
画
課
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
通
じ
て
、知
ら
せ
て
い
き
た
い
。

小
波
津
議
員　

視
点
を
変
え
て

み
る
と
、
領
事
館
へ
も
町
の
実

情
な
ど
を
伝
え
る
た
め
、
普
段

か
ら
対
話
は
必
要
だ
と
思
う
が
。

町
長　

町
の
状
況
や
抱
え
て
い

る
問
題
等
を
総
領
事
、
四
軍
調

整
官
、
米
側
の
高
官
を
含
め
、

意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
な
体

制
と
っ
て
お
り
、
伝
え
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

行
政
運
営
等
に
つ
い
て

今
後
の
人
材
登
用
は

町長

試
験
以
外
の
採
用
も
導
入

小
波
津
議
員　

行
政
職
員
の
世

代
交
代
の
時
期
が
間
も
な
く
到
来

す
る
が
、
そ
の
対
応
や
今
後
の
人

材
の
登
用
に
つ
い
て
の
対
策
等
は
。

町
長　

今
後
、
数
年
間
に
多
く

の
職
員
が
退
職
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
材
育

成
方
針
を
定
め
、
職
員
の
研
修

を
計
画
的
に
お
こ
な
い
、
資
質

向
上
を
図
っ
て
い
く
。
人
材
の

登
用
に
つ
い
て
は
、
競
争
試
験

以
外
に
も
、
専
門
知
識
や
豊
か

な
経
験
を
有
す
る
者
な
ど
か
ら

採
用
す
る
選
考
方
法
に
よ
り
、

優
秀
な
人
材
の
確
保
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

小
波
津
議
員　

何
名
く
ら
い
の

職
員
が
入
れ
替
わ
る
見
込
み
か
。

総
務
課
長　

平
成
十
九
年
度
か

ら
二
十
二
年
度
ま
で
に
、
二
十

七
名
の
退
職
が
見
込
ま
れ
る
。

小
波
津
議
員　

そ
の
分
の
採
用

枠
が
あ
る
か
。

総
務
課
長　

集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
二
十
二
年
度
ま

で
に
八
名
減
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
全
員
が
採
用
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

小
波
津
議
員　

主
な
退
職
者
は
、

管
理
職
の
方
々
が
中
心
と
な
る

と
思
う
が
、
世
代
間
の
交
代

を
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
わ
な
い

と
、
今
ま
で
引
き
継
い
だ
こ
と

に
ブ
レ
ー
キ
が
掛
か
る
こ
と
も

危
惧
さ
れ
る
が
。

町
長　

毎
年
一
月
の
新
年
の

あ
い
さ
つ
で
、
若
い
職
員
に
向

け
「
先
輩
た
ち
の
技
術
、
職
務

を
引
き
継
ぐ
よ
う
な
体
制
を
と

る
よ
う
に
」
と
伝
え
て
い
る
。

こ
の
件
は
、
本
町
だ
け
で
は
な

く
、
全
国
的
な
問
題
で
あ
る
た

め
、
前
も
っ
て
手
を
打
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。今
、

町
の
重
要
な
ポ
ス
ト
を
占
め
て

い
る
課
長
の
皆
さ
ん
が
一
挙
に

抜
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

町
も
混
乱
し
か
ね
な
い
の
で
、

若
い
職
員
に
学
ん
で
も
ら
う
体

制
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。

小
波
津
議
員　

現
在
、
全
国
で

飲
酒
運
転
問
題
が
取
り
ざ
た
さ

れ
て
い
る
が
、
去
っ
た
ニ
ュ
ー
ス

で
、
職
員
の
処
分
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
が
あ
っ
た
が
、
未
回

答
の
二
町
村
の
う
ち
、
本
町
が

入
っ
て
い
た
。
タ
イ
ム
リ
ー
に

回
答
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

総
務
課
長　

本
町
で
は
、
飲
酒

運
転
等
に
よ
る
処
分
の
指
針

が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
記
者

と
の
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
で
き

な
か
っ
た
。

町
長　

町
民
の
皆
様
に
不
明
瞭

な
点
を
与
え
た
こ
と
は
、
申
し

わ
け
な
く
思
う
。
今
後
は
、
速

や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
と
っ
て
い
き
た
い
。
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嘉数　義光 議員

地
域
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム（
仮
称
）の
設
置
に

つ
い
て

町
長
直
轄
の
組
織
を
設
置

す
る
考
え
は

町長

設
置
で
き
な
い
と
考
え
る 

嘉
数
議
員　

町
民
が
担
う
仕
組

み
を
み
ず
か
ら
作
り
出
し
て
い

こ
う
と
い
う
考
え
を
持
つ
住
民

や
、
町
づ
く
り
に
参
加
し
た
い

と
関
心
の
あ
る
方
が
増
え
て
き

た
。
ま
た
、
み
ず
か
ら
地
域
創

造
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
ら
わ
れ
、

町
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

課
に
属
さ
な
い
町
長
直
轄
の
組

織
「
地
域
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
仮
称
）」
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長 

町
の
基
本
方
針
及
び
重

点
施
策
は
、
四
役
、
課
長
等
で

構
成
す
る
庁
議
で
審
議
し
、
事

業
を
執
行
し
て
い
る
た
め
、
課

に
属
さ
な
い
組
織
の
設
置
は
で

き
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、

昨
今
、
町
民
参
加
に
よ
る
街
づ

く
り
の
意
識
が
向
上
し
、
婦
人

会
や
青
年
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

に
よ
る
町
づ
く
り
の
活
発
な
活

動
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
町

と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
た
い
。
今
後
は
、
住
民
や

団
体
等
か
ら
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
体
制
を
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
い
い
か
検
討
し
た
い
。

嘉
数
議
員　

一
例
を
挙
げ
る
と
、

八
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
金
武

町
青
年
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
で

は
、
四
千
人
の
観
客
を
動
員
し

た
。
こ
れ
は
、
青
年
み
ず
か
ら

が
、
県
内
の
マ
ス
コ
ミ
各
社
や

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

等
、
関
係
機
関
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
情
報
を
掲
載

す
る
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
た

成
果
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も

町
ま
つ
り
で
も
同
様
の
手
法
を

と
っ
て
き
た
。
ま
さ
に
住
民
が

行
政
に
か
か
わ
っ
て
き
た
と
い

え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
電
子
媒

体
を
活
用
し
た
手
軽
な
住
民
自

治
だ
と
考
え
る
。
現
在
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数

は
。

総
務
課
長　

四
月
一
日
か
ら
九

月
十
三
日
現
在
、
二
万
三
千
三

百
九
件
で
あ
る
。

嘉
数
議
員　

こ
れ
ま
で
町
を
支

え
て
き
た
各
区
や
既
成
団
体
、

地
域
活
性
化
を
創
造
す
る
新

た
な
団
体
等
が
活
動
す
る
に
あ

た
っ
て
、
そ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
す

る
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

存
在
し
な
い
。
国
や
財
団
法
人

か
ら
の
助
成
金
、
補
助
金
の
制

度
も
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

専
門
の
指
導
員
を
育
成
す
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
補
助
金
、
助

成
金
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な

る
所
管
課
で
調
査
検
討
を
お
こ

な
っ
て
い
る
の
で
、
課
を
超
え

た
専
門
指
導
員
の
配
置
は
厳
し

い
。
し
か
し
、
専
門
化
、
多
様

化
す
る
住
民
や
地
域
づ
く
り
団

体
等
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
各
種
助
成
金
や
補
助
金
等

の
総
括
的
な
指
導
助
言
を
す
る

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
う

い
う
も
の
が
可
能
か
と
い
う
こ

と
を
検
討
し
た
い
。

嘉
数
議
員　

国
や
県
か
ら
補
助

金
、
助
成
金
を
活
用
し
た
事
業

案
内
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
を

指
導
を
し
な
が
ら
地
域
に
情
報

を
流
し
て
い
る
か
。

町
長　

現
在
は
、
各
地
域
等
で

実
施
し
た
い
事
業
が
あ
る
場

合
に
、
そ
れ
に
対
す
る
補
助
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
る
か
と
い
う
相
談

が
あ
っ
て
動
く
と
い
う
体
制
で

あ
る
。
国
で
は
、
直
轄
で
事
業

を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
総
合
的
に

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
が
人
な
の

か
チ
ー
ム
な
の
か
、
担
当
な
の

か
と
い
う
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、
課
に
属
さ
な
い
と
な
る

と
大
変
厳
し
い
。
今
後
は
、
新

し
い
補
助
、
助
成
を
含
め
、
調

査
研
究
し
た
い
。

嘉
数
議
員　

県
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
た
く
さ
ん
の
事
業
を
持
っ
て

お
り
、
国
か
ら
新
た
な
補
助
事

業
等
の
要
綱
が
あ
る
と
業
務
に

支
障
を
来
た
す
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
ま
ま
葬
り
、
市
町
村
へ
情

報
を
流
さ
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
る
。
役
場
で
も
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
な
い
か
。

町
長　

こ
れ
か
ら
は
、
情
報
が

来
る
こ
と
を
黙
っ
て
待
っ
て

い
る
だ
け
で
は
駄
目
だ
と
思
う
。

国
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
、
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
内
容

も
す
べ
て
公
開
し
て
い
る
の
で
、

町
で
は
、
み
ず
か
ら
調
べ
、
県

の
方
と
事
業
導
入
に
向
け
た
調

整
等
を
さ
せ
て
い
る
分
野
も
あ

る
。
補
助
メ
ニ
ュ
ー
等
を
活
用

し
た
い
団
体
等
が
あ
れ
ば
、
各

課
へ
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

対
応
し
た
い
。
役
場
か
ら
指
導

と
い
う
形
よ
り
は
相
談
の
方
が

協
力
も
し
や
す
い
と
思
う
の
で
、

各
種
団
体
は
遠
慮
な
さ
ら
ず
に

町
の
方
へ
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
町
と
し
て
も
誠
意
あ
る

対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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農
道
整
備
に
つ
い
て

親
田
原
水
田
地
域
の
農
道
を

拡
張
整
備
す
る
計
画
は

町　長

農
業
農
村
整
備
事
業
管
理
計

画
で
早
期
採
択
に
向
け
県
と

調
整
し
た
い

伊芸　武吉 議員

伊
芸
議
員　

伊
芸
親
田
原
水
田

地
域
を
拡
張
整
備
し
、
地
域
一

帯
の
農
作
業
の
通
行
に
利
便
性

を
図
る
計
画
は
な
い
か
。
な
お
、

灌
漑
用
水
路
の
設
置
が
必
要
で

あ
る
が
、
農
政
に
対
す
る
施
策

と
事
業
計
画
は
。

町
長　

親
田
原
地
域
の
農
道
拡

張
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
家
、
地

権
者
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
、
農
業
農
村
整
備
事
業
管
理

計
画
の
中
で
、
早
期
採
択
に
向

け
て
県
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

伊
芸
議
員　

当
該
地
域
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
角
的
農

業
が
可
能
と
な
り
、
生
産
の
向

上
も
図
ら
れ
る
と
思
う
が
、
地

権
者
、
農
家
の
協
力
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
。

産
業
振
興
課
長　

美
徳
川
か
ら

公
民
館
に
向
か
っ
て
東
か
ら
西

の
農
道
と
、
山
手
側
か
ら
国
道

に
向
け
て
の
二
本
は
、
今
後
の

灌
漑
排
水
事
業
の
中
で
計
画
し

た
い
。
現
在
、
約
一
メ
ー
ト
ル

し
か
な
い
も
の
を
、
三
メ
ー
ト

ル
ま
で
拡
張
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
用
地

買
収
も
出
て
く
る
の
で
、
農
家
、

地
権
者
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら

計
画
し
て
い
き
た
い
。

伊
芸
議
員　

用
地
買
収
に
つ
い

て
は
、い
つ
頃
か
ら
取
り
組
む
か
。

産
業
振
興
課
長　

現
在
、
屋
嘉

小
浜
原
地
区
が
十
九
年
度
事
業

採
択
に
向
け
て
県
と
の
調
整
中

で
あ
る
。
県
サ
イ
ド
と
し
て
も
、

同
一
町
村
に
二
つ
の
事
業
を
並

行
し
て
お
こ
な
う
こ
と
は
厳
し

い
と
の
こ
と
か
ら
、
小
浜
原
地

区
の
採
択
後
に
具
体
的
作
業
に

取
り
掛
か
る
計
画
で
あ
る
。
時

期
的
な
も
の
が
明
ら
か
に
な
れ

ば
、
区
長
を
は
じ
め
、
行
政
委

員
会
や
地
権
者
と
の
話
し
合
い

を
進
め
て
い
き
た
い
。

伊
芸
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
に
つ
い
て

総
合
整
備
す
る
計
画
は

町長

町
の
施
設
で
は
な
い
た   

め
、
現
段
階
で
は
厳
し
い

伊
芸
議
員　

伊
芸
区
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
、
水
は
け
が
悪
く
、
雨

が
降
る
た
び
に
侵
食
さ
れ
、
利

用
者
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る

が
、
早
急
に
整
備
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
敷
地
は
、

伊
芸
区
の
財
産
と
な
っ
て
お
り
、

町
の
体
育
施
設
で
な
い
こ
と
か

ら
、
現
段
階
に
お
い
て
整
備
は

厳
し
い
と
考
え
る
。

伊
芸
議
員　

公
の
施
設
の
指
定

管
理
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ

れ
た
が
、
指
定
管
理
者
が
管
理

し
て
い
る
施
設
は
あ
る
か
。

社
会
教
育
課
長　

屋
嘉
地
区
運

動
場
と
並
里
区
民
広
場
の
二
箇

所
が
あ
る
。

町
長　

公
園
は
建
設
課
の
管
理
、

社
会
教
育
施
設
は
教
育
委
員
会

が
管
理
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

縦
割
り
行
政
と
い
う
か
、
補
助

事
業
で
担
当
だ
っ
た
部
署
の
管

理
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
町
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で

の
経
緯
の
検
証
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
一
度
整
理
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
時
間
を
頂
き

た
い
と
思
う
。
こ
の
件
を
含
め
、

現
段
階
と
の
答
弁
で
あ
る
。

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

実
施
計
画
、
対
策
等
の

取
り
組
み
は

町　長

地
域
防
災
計
画
概
要
版
、

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
る

伊
芸
議
員　

相
次
ぐ
台
風
、
豪

雨
災
害
、
地
す
べ
り
等
の
対
策

が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
地
震
、

津
波
と
い
っ
た
自
然
災
害
に
つ

い
て
も
日
頃
か
ら
地
域
防
災
計

画
、
連
絡
網
等
を
整
備
し
、
身

近
な
防
災
対
策
や
意
識
改
革
の

必
要
性
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
本
町
に
お
け
る
取
り
組
み

に
状
況
は
。

町
長　

金
武
町
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
現
在
、
町
民
へ
防
災

に
対
す
る
意
識
を
啓
発
す
る
た

め
、
連
絡
網
等
が
記
載
さ
れ
た

町
地
域
防
災
計
画
概
要
版
、
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
避
難

場
所
へ
の
看
板
を
設
置
し
、
災

害
時
の
住
民
の
避
難
に
つ
い
て

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

伊
芸
議
員　

こ
う
し
た
災
害
の

場
合
、
身
障
者
の
方
々
に
対
す

る
支
援
の
計
画
も
防
災
マ
ッ
プ

等
に
盛
り
込
ん
で
い
る
か
。

総
務
課
長　

マ
ッ
プ
の
中
に
は

入
っ
て
い
な
い
が
、
計
画
の
中

で
関
係
団
体
と
調
整
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

町
長　

概
要
版
、
防
災
マ
ッ
プ
、

避
難
経
路
が
で
き
た
ら
、
身
障

者
や
老
人
の
方
々
の
訓
練
等
も

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
そ
の
と
き
に
お
願
い

し
た
い
の
は
、
地
域
の
方
々
が

該
当
者
の
住
ま
い
が
ど
こ
な
の

か
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
、
隣

近
所
で
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り

の
力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

の
で
、
啓
蒙
普
及
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。
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第6回臨時会

第8回臨時会

議案番号 議　　　案 内　　　容

第66号 工事請負契約締結について
教育委員会の移転に伴う建設工事
の契約締結に関する議案。契約額
は1億5,120万円。

第67号 金武町公の施設の指定管理者の指定について

町立診療所の管理者を医療法人金
武診療所へ指定する議案。指定の
期間は平成18年9月1日から10
年間。

議案番号 議　　　案 内　　　容

第　73　号 平成18年度金武町一般会計補正予算(第3号)
歳入歳出それぞれ1億371万7千
円の増

第　74　号 平成18年度金武町水道事業会計補正予算(第2号) 歳入1,200万円の増

決議第４号 飲酒運転撲滅に関する宣言決議 下記のとおり

決議第５号
北朝鮮による核実験実施に対し毅然とした対処
を求める要請決議

下記のとおり

飲酒運転撲滅に関する宣言決議
　交通事故のない安全で安心な社会の実現は、県民す
べての切実な願であり、関係機関・関係団体がこれま
でその実現に向けてさまざまな取り組みを推進 してき
たところであるが、本県における交通事故及びその犠
牲者は依然として後を絶たない状況である。
　特に、飲酒運転による死亡事故については、全交通
死亡事故の30パーセントを占め、全国平均の約3倍に
達するとともに、11年連続でワーストワンとなってい
る。また、飲酒絡みの人身事故についても、全交通人
身事故の4パーセントを占め、その割合は全国平均の
約3倍、16年連続のワーストワンとなり、さらには、
全交通違反取締検挙件数に占める飲酒運転の割合が全
国平均の約7倍となるなど、極めて憂慮すべき状況で
ある。
　この憂慮すべき状況は、「飲酒運転は犯罪である」と
の認識の希薄さや、飲酒運転に対する個人及び社会的
なモラルの低さと寛容さに起因する誠に由々しき事態
であり、到底看過することはできない。このような交
通事故に直結する飲酒運転を撲滅し、住民を交通事故
から守ることは、県民の重大な責務である。
　よって、金武町議会は、重大事故に直結する飲酒運
転を撲滅し、安全で安心して暮らせる社会を確立する
ために、関係機関・関係団体との連携を強化すると と
もに、家庭、地域、職場等社会全体において下記の社
会規範の実践を徹底することを誓い、飲酒運転の撲滅
に向けて全力を上げて取り組むことを、ここに 宣言す
る。

記

１． 酒を飲んだら車を運転しない
２． 車を運転するなら酒を飲まない
３． 運転する人には酒をすすめない
４． 酒を飲んだ人には運転をさせない
　　以上、決議する。

平成18年10月24日
金　武　町　議　会

北朝鮮による核実験実施に対し毅然とした対処を求める要請決議
　朝鮮民主主義人民共和国(以下｢北朝鮮｣という)は、平成18年
10月9日午前10時35分ごろ、地下核実験を実施したと発表した。
　今回、地下核実験を実施した理由について、北朝鮮は｢米国の
威嚇と制裁圧力によって北朝鮮の最高利益と安全が著しく損なわ
れているため、防衛的 対応措置として核実験を行わざるを得な
かった｣ことを挙げており、やむを得ない行動として正当化している。
　しかしながら、いかなる理由があれ核兵器という大量破壊兵器
を国威の発揚や国際政治の駆け引きに使おうとすることは、一歩
間違えれば人類を滅亡に導きかねない危険な発想と行為と言わ
ざるを得ないものであり、我が国が、 広島・長崎への原爆投下を
経験した唯一の被爆国として、これまであらゆる国の核実験に反
対してきたことから、今回の北朝鮮の行動を到底容認できるもの
ではない。
　また、北朝鮮が核兵器の開発・製造を進めることは、我が国全
体の安全を脅かすだけでなく、北東アジア地域全体の平和と安
全を脅かす極めて危険な行動である。
　さらに、我が国をはじめ各国がこれまで北朝鮮と積み重ねてき
た日朝平壌宣言、核計画放棄を約束した2005年9月19日の6カ
国協議並びに核拡散防止条約(NPT)体制等をないがしろにする
だけでなく、国際社会のルールと秩序を踏みにじる行為として、
断固とした対応をとらざるを得ないものである。
　よって、本町議会は、日本政府が北朝鮮の核兵器開発・製造
を断じて容認せず、朝鮮半島非核化の実現、北東アジアの平和
と安定を維持するため、1日本独自の対応や制裁措置をとること、
2国際社会と連携して安全保障理事会で迅速に対応すること、3
平和的・外交的解決へ日本政府として全力を尽くすこと、4放射
能対策連絡会議を開催し、測定体制を強化するなどの対策を早
急に講じるとともに、さらなる情報の収集・分析に努めつつ、直
ちにあらゆるルートを通じて北朝鮮に対し、我が国の断固たる抗
議の意思を伝え、6カ国協議に早期に復帰しすべての核兵器及び
核計画を放棄するよう促すことを含め毅然とした対処を行うよう
強く要請する。
　以上、決議する。

平成18年10月24日
金　武　町　議　会

あて先　内閣総理大臣・外務大臣・総務大臣・法務大臣・
財務大臣・文部科学大臣・農林水産大臣・経済産
業大臣・国土交通大臣・内閣官房長官・沖縄及び
北方対策担当大臣・国家公安委員会委員長・防衛
庁長官・警察庁長官

　平成18年8月21日(月)に招集された臨時会では、下記の2議案を審議し、原
案のとおり可決した。

  平成18年10月24日(火)に招集された臨時会では、当局から提案された2議
案を審議し、原案のとおり可決した。また、飲酒運転撲滅に関する宣言決議、
北朝鮮の核実験に対する要請決議を全会一致で可決した。
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十
月
二
五
日(

水)

読
谷
村
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
沖
縄
県
町
村

議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
議
員
・
事
務
局
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
前
全
国
都
道
府
県

議
会
議
長
会
議
事
調
査
部
長
、
野
村

稔
氏
を
講
師
に
招
き
、『
分
権
時
代
の

地
方
議
会
、
議
員
の
あ
り
方
、
議
会

運
営
に
つ
い
て
』
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
が
お
こ
な
わ
れ
、
戦
前
の
議
会

制
度
か
ら
こ
れ
ま
で
の
講
師
の
経
験

も
含
め
た
現
在
の
議
会
運
営
ま
で
細

か
な
研
修
が
お
こ
な
わ
れ
、
参
加
し

た
議
員
は
今
後
の
議
会
活
動
に
励
む

べ
く
熱
心
に
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

町
政
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

い
る
か
な
ど
町
議
会
の
実
際
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き

ま
す
。

　

委
員
会
は
、
条
例
に
よ
り
委
員
長

の
許
可
を
得
た
方
の
み
が
傍
聴
可
能

と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
議
会
事

務
局
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
議
場
ま
で
お
越
し
に
な
れ

な
い
方
は
、
各
区
公
民
館
で
の
議
会

中
継
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
『
議
事
録
検
索
シ
ス
テ

ム
』
を
創
設
し
、
閲
覧
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

操
作
に
つ
い
て
は
左
の
手
順
を
参
照
し
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

議
員
研
修

議
会
傍
聴
の
ご
案
内

議
事
録
検
索
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

年別傍聴者数

平成14年 ４３人

平成15年 ５６人

平成16年 ５４人

平成17年 １３人

平成18年 ６人

※18年は10月現在
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